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新型 BMW 4シリーズ クーペ 
市場導入時のモデル・バリエーション 
 
BMW 420iクーペ： 
直列 4 気筒ガソリン・エンジン、8 速ステップトロニック・トランスミッション、 
排気量：1,998cc、最高出力：135kW[184PS]/5,000～6,500rpm 
最大トルク：300Nm/1,350～4,000rpm 
加速性能[0～100km/h]：7.5 秒、 
最高速度：240km/h、 
燃費（複合モード）：5.8～5.3 リッター／100km、 
CO2 排出量（複合モード）：132～122g/km、排出ガス基準：Euro 6d 
 
BMW 430iクーペ： 
直列 4 気筒ガソリン・エンジン、8 速ステップトロニック・トランスミッション、 
排気量：1,998cc、最高出力：190kW[258PS]/ 5,000～6,500rpm、 
最大トルク：400Nm/1,550～4,400rpm、 
加速性能[0～100km/h]：5.8 秒、 
最高速度：250km/h、 
燃費（複合モード）：6.1～5.7 リッター／100km、 
CO2 排出量（複合モード）：141～131g/km、排出ガス基準：Euro 6d 
 
BMW M440i xDriveクーペ： 
直列 6 気筒ガソリン・エンジン、48 ボルト・マイルド・ハイブリッド・テクノロジー
（8kW/11PS）、 
8 速ステップトロニック・トランスミッション、BMW xDrive、 
排気量：2,998cc、最高出力：275kW[374PS]/5,500～6,500rpm、 
最大トルク：500Nm/1,900～5,000rpm、 
加速性能[0～100km/h]：4.5 秒、 
最高速度：250km/h、 
燃費（複合モード）：7.1～6.8 リッター／100km、 
CO2 排出量（複合モード）：163～155g/km、排出ガス基準：Euro 6d 
 
BMW 420dクーペ： 
直列 4 気筒ディーゼル・エンジン、48 ボルト・マイルド・ハイブリッド・テクノロジ
ー（8kW/11PS）、8 速ステップトロニック・トランスミッション、 
排気量：1,995cc、最高出力：140kW[190PS]/4,000rpm、 
最大トルク： 400Nm/1,750～2,500rpm、 
加速性能[0～100km/h]：7.1 秒、 
最高速度：240km/h、 
燃費（複合モード）：4.2～3.9 リッター／100km、 
CO2 排出量（複合モード）：112～103g/km、排出ガス基準：Euro 6d 



 
 

 
BMW 420d xDriveクーペ： 
直列 4 気筒ディーゼル・エンジン、48 ボルト・マイルド・ハイブリッド・テクノロジ
ー（8kW/11PS）、8 速ステップトロニック・トランスミッション、BMW xDrive、 
排気量：1,995cc、最高出力：140kW[190PS]/4,000rpm、 
最大トルク：400Nm/1,750～2,500rpm、 
加速性能[0～100km/h]：7.4 秒、 
最高速度：238km/h、 
燃費（複合モード）：4.6～4.3 リッター／100km、 
CO2 排出量（複合モード）：121～112g/km、排出ガス基準：Euro 6d 
 
BMW 430d xDriveクーペ（2021年 3月以降に発売予定）： 
直列 6 気筒ディーゼル・エンジン、48 ボルト・マイルド・ハイブリッド・テクノロジ
ー（8kW/11PS）、8 速ステップトロニック・トランスミッション、BMW xDrive、 
排気量：2,993cc、最高出力：210kW[286PS]/4,000rpm、 
最大トルク：650Nm/1,500～2,500rpm、 
加速性能[0～100km/h]：5.2 秒、 
最高速度：250km/h 
 
BMW M440d xDriveクーペ（2021年 3月以降に供給予定）： 
直列 6 気筒ディーゼル・エンジン、48 ボルト・マイルド・ハイブリッド・テクノロジ
ー（8kW/11PS）、8 速ステップトロニック・トランスミッション、BMW xDrive、 
排気量：2,993cc、最高出力：250kW[340PS]/4,400rpm、 
最大トルク： 700Nm/1,750～700rpm、 
加速性能[0～100km/h]：4.7 秒、 
最高速度：250km/h 
 
 
性能、燃費および排出物質に関するすべての数字は暫定値です。 
 
ここに記載されているモデル・バリエーション、装備範囲、主要諸元、燃費および排出ガスに関する数値は、すべてド

イツ国内の自動車市場で適用されている数値です。寸法は、ドイツ国内向け基本装備を装着した車両による計算値であ

り、記載されている数値の範囲は、選択されたホイールおよびタイヤのサイズ、オプション装備の違いを考慮したもの

で、これらの数値は構成に応じて変化する場合があります。 
 
 
 
 
 
 
燃費、CO2 排出量、電力消費量の数値は、改訂欧州規格 VO（EC）2007/715 に準じた方法で算出されたものです。こ

れらの数値はドイツ国内向け基本装備を装着した車両による計算値であり、記載されている数値の範囲は、選択された

ホイールおよびタイヤのサイズ、オプション装備の違いを考慮したものです。これらの数値は、その構成に応じて変化

する場合があります。 



 
 

 
これらの数値は、新しい WLTP テスト・サイクルに基づく測定値を比較のため NEDC に換算したものです。これらの

車両については、税その他の CO2 排出量が考慮される課金の評価に際して、ここに示した値とは異なる数値が該当す

ることがあります（国別法規によって異なります）。 
 
新車に関する公式の燃料消費率、CO2 排出量、消費電力に関するさらに詳細な情報は「新型乗用車の燃料消費率・CO2
排出量・電力消費率に関するガイドライン」（Leitfaden über Kraftstoffverbrauch, die -Emissionen und den 
Stromverbrauch neuer Personenkraftwagen）に記載されています。この資料はすべての販売店、DAT（Deutschen 
Automobil Treuhand GmbH、所在地:Hellmuth-Hirth-Str. 1, 73760 Ostfildern-Scharnhausen）、および

https://www.dat.de/co2/から無料で入手できます。 



 
 

歴史 
長い伝統に基づく 
駆けぬける歓びの象徴 
 
クーペを決定付ける要素は、とりわけ強烈なドライビング・エクスペリエンスへの欲
求が表現されているかどうかにあります。BMW において、特にスポーツ性を追求する
車両コンセプトには長い伝統があります。プレミアム・ミディアム・セグメントに参
入した新型 BMW 4 シリーズ クーペは、運動性能および個性的なスタイルをこのセグ
メントでかつてなかったレベルまで高めました。スポーティでエレガントなこの 2 ド
ア・モデルには、ダイナミックに流れるライン、俊敏なハンドリングを実現するため
に最適化されたボディ、モデル専用のシャシー・セットアップが組み合わされていま
す。これにより新型 BMW 4 シリーズ クーペは、本格的な手法で、個性的な外観に卓
越したパフォーマンス特性が組み合わされています。 
 
BMWのクーペ：スポーツ性と排他性の象徴 
スポーティでエレガントなクーペは、BMW モデルの歴史を特徴付ける要素の一つです。
現在に至るまで、すべての車両セグメントで、駆けぬける歓びと美しさを特に強調し
てきました。この伝統は、BMW の自動車メーカーとしての創成期まで遡ることができ
ます。 
個性的なデザインと走行性能の高さは、BMW ブランドのクーペ・バリエーションの最
初の一台からほぼ 90 年間にわたり、ブランドの個性として生き続けています。ボディ
を短くしたクローズド・ボディの 2 シーター・モデル BMW 3/15 PS DA 4 は、例外的
な存在でした。にもかかわらず、このモデルは 1931 年、アイゼナハで 210 台が製造
されました。 
 
1938 年に導入された BMW 327 クーペは、クローズド・ボディ、2 枚のドア、エレガ
ントに流れるルーフ・ラインによって、全体としてスポーティな車両コンセプトが魅
力的でした。 
この時代、クーペは世界中で特に厳しい鑑識眼を持つ顧客をターゲットにした車種と
して発展していきました。そのため、この BMW 327 カブリオレのクローズド・ボデ
ィ仕様は、高価格車セグメントにとって極めてタイムリーな製品となりました。 
 

一台の BMW製クーペがミッレ・ミリアで優勝 
BMW 327 クーペは、モダンで空力的に最適化されたデザインが印象的でした。ヘッド
ライト一体型の湾曲したフェンダーと部分的に覆われたリヤ・ホイールに加え、丸み
を帯びた輪郭の垂直方向に分割されたラジエター・グリルも重要な特徴のひとつでし
た。1933 年に登場した BMW 303 以降、この空気取り入れ口は BMW キドニー・グリ
ルとして知られるようになり、BMW ブランドの新しい 6 気筒エンジン搭載モデルの特
徴となりました。 
 



 
 

出力 55PS のベーシック・バリエーションに加えて、BMW 327/28 クーペも発売され
ました。この「スポーツクーペ」は、ボンネットの下に BMW 328 ロードスター譲り
の出力 80PS のエンジンを搭載し、最高速度は 150km/h に達しました。レーシング・
スポーツの世界においても、遅くとも 1940 年までには、このようなクローズド・ボデ
ィが主にその空力特性によって明確な優位性を持っていたことが明らかになりました。
この年、北イタリアで開催された長距離レース「ミッレ・ミリア」において、フリッ
ツ・フシュケ・フォン・ハウシュタインとワルター・ボイマーは、ツーリング・ボデ
ィ加工業者の手によるクーペ・ボディを纏った BMW 328 の 1 台に搭乗して勝利しま
した。 
 
デザイナーが作り上げた特別なクルマ 
戦後、BMW は、クローズド・ボディの 2 ドア・モデルの伝統を複数のセグメントで継
承しました。1955 年には新たにラグジュアリー・クラスのセダンをベースにして、初
のクーペを製造。 
車体製造業者であるバウアー社で製造した BMW 502 クーペは、新開発の軽金属製 V8
エンジンを搭載していました。このクーペを成功に導いた要因がパワフルなエンジン
性能ととりわけ美しいフォルムであったため、BMW の経営陣はその後数年間、複数の
有名なデザイナーに将来のモデルのデザインを委託しました。そのデザイナーたちの
作品は、1970 年代までに、スポーティな BMW モデルというイメージを築きました。 
 
ニューヨーク在住のデザイナー、アルブレヒト・グラーフ・ゲルツは、伝説のロード
スターである BMW 507 のデザイナーとして特に有名です。ゲルツはこの同時期に
BMW 503 のボディも開発し、フランクフルト国際モーターショー（IAA）で 4 人乗り
のクーペとカブリオレを発表しました。イタリア人デザイナーのヌッチオ・ベルトー
ネは、モダンで広々とした 2 ドア・クーペとして、1961 年の IAA で BMW 3200 CS
クーペを公開しました。先行モデルの BMW 503 と同様に 8 気筒エンジンを搭載した
このエレガントなラグジュアリー・クーペは、なめらかなサーフェスのボディと細身
のピラーで支えられた繊細なルーフ・ラインによるシンプルな美しさで話題を呼びま
した。この BMW 3200 CS クーペの C ピラー下部の反転するカーブは、今日、BMW
特有のスタイルを示す要素となっています。同様に、BMW 502 クーペ、BMW 503 お
よび BMW 3200 CS クーペでそれぞれ固有の解釈によって採用されたラジエター部分
の縦長のキドニー・グリルも BMW のトレードマークであり続けています。 
 
イタリアン・デザイン・ラインは、以前からコンパクト・クラスの BMW モデル・プ
ログラムに導入されていました。1955 年、BMW はトリノを本拠とする ISO（イソ）
社が開発したマイクロ・カーを発表しました。BMW イセッタが、BMW ブランドのク
ーペの歴史の中で重要な位置を占めているのは、同社の広告部門のおかげと言えます。
この部署でこの 2 人乗りの珍しい車両コンセプトを「モトクーペ」と呼ぶアイデアが
生まれたのです。 
その何年か後に、本格的なコンパクト・クラスの時代が到来しました。トリノのデザ
イナー、ジョヴァンニ・ミケロッティは、1959 年 6 月にクーペとして初披露された



 
 

BMW 700 のデザインに大きく貢献しました。その 3 か月後には、セダン・バリエーシ
ョンが登場しました。この BMW 700 は 1965 年まで生産され、それまでで最も多く販
売されたモデルとなり、同社の一時的な経済危機を克服するのにも大きく貢献しまし
た。さらに BMW 700 クーペも、国際的なモータースポーツでの目覚ましいキャリア
をスタートさせました。 
 
ノイエクラッセの DNAを持つ個人主義者 
1960 年代に BMW が経験した特筆すべき急成長は、新しいクラスを意味する「ノイエ
クラッセ」の人気とそれに続く BMW 02 シリーズの成功に帰することができます。ミ
ディアム・クラスの 4 ドア・モデルと 2 ドア・モデルのいずれもが、モダンなデザイ
ンと並外れてスポーティな走行特性によって熱狂的な支持を得ました。それでもモデ
ル・ラインアップには、クーペの入り込む場所がありました。 
 
ボディにわずかに手を加えてセダンをクーペに変身させていた他のメーカーと異なり、
BMW はまったく新しいデザインを起こすという、はるかに高価な方法を採用しました。 
1965 年 6 月に発表された BMW 2000 C と BMW 2000 CS は、技術的にはノイエクラ
ッセのモデルをベースにしていましたが、成功を築いたモデルの DNA は、セダンのエ
クステリア・パネルの要素をまったく共有しないボディに組み合わされました。この
モデルはフラットなルーフ・ライン、細身のピラー、大きく取られたガラス・エリア
によって、軽快かつ繊細な印象を与えました。そのデザインは、8 気筒エンジンを搭載
した BMW 3200 CS クーペから借用したものでした。斬新なデザインの特徴としては、
例によって縦長に配置された BMW キドニー・グリルの左右に配された、プレキシ・
ガラス製カバーで覆われたヘッドライトでした。 
 
伝説的組合せ：クーペ、スポーツ、ライトウェイト 
BMW のクーペの次なる進化は、1968 年に直列 6 気筒エンジンを搭載して発売された
新しいラグジュアリー・セグメントのセダンの導入に続いて行われました。4 ドア・モ
デルと並行して開発された新世代クーペは、ホイールベースを拡張し、顕著に長くな
ったエンジン・フード、フロント・サイド・パネルの目を惹くエア・インテーク、そ
してまったく新しくデザインされたフロント・エンドには大きく前方に突き出した縦
長の BMW キドニー・グリルを備え、それぞれが独立した形状の片側 2 灯式ヘッドラ
イトが与えられました。出力 170PS の直列 6 気筒エンジンが、新型 BMW 2800 CS に
卓越した推進力をもたらしました。 
 
モデル・シリーズの最上位は、BMW 3.0 CSL でした。モデル名末尾のアルファベット
は、「C がクーペ、S がスポーツ、L がライトウェイト（軽量）」を意味しています。軽
量化を実現したことにより、この 2 ドア・モデルは公道のみならずサーキット上でも
すぐに秀でたパフォーマンスを発揮し、人々を魅了することになりました。このモデ
ルの国際的なレースへの参戦は、生産終了後、4 年が経過するまで続きました。1979
年、BMW 3.0 CSL はヨーロッパ・ツーリング・カー選手権での最後の勝利となる 6 度
目の優勝を獲得しました。 



 
 

新しいモデル構造、途切れることのない魅力 
1970 年代に BMW のモデル・プログラムは再構築されました。BMW 5 シリーズ、BMW 
3 シリーズに続いて、1976 年には大型クーペの後継モデル BMW 6 シリーズが発表さ
れました。この新しい 2 ドア・クーペは、豪華な装備品を備えたモダンなツアラーと
して紹介されました。それにもかかわらず、BMW 6 シリーズは BMW モータースポー
ツ社（BMW Motorsport GmbH）で注目されました。同社は 1983 年に、ミッドシップ・
スポーツカーBMW M1 に搭載されていた 3.5 リッター・ビッグ・シックス・エンジン
を搭載した BMW M635CSi を発表しました。さらに、この BMW 6 シリーズは、初め
てヨーロッパ・ツーリング・カー選手権を制したレーシング・カーのベース車両にな
りました。 
 
1989 年に発表された BMW 850i にも、躍動的で高級感あるクーペの伝統は受け継がれ
ました。出力 300PS の 12 気筒エンジンを搭載したこのウェッジ・シェイプのハイテ
ク・クーペは、高性能と長距離快適性というユニークな組合せで好評を博しました。
この BMW 8 シリーズ クーペは、1993 年に 8 気筒エンジン搭載車も発売され、その
後 10 年間にわたって生産されました。 
新世紀を迎え、BMW 6 シリーズに初の後継モデルが導入されました。2003 年に発売
された第 2 世代の 6 シリーズは、直列 6 気筒エンジンおよび V8 エンジンを搭載し、
アクティブ・ステアリング、iDrive 操作システム、ヘッドアップ・ディスプレイなど、
数々の革新技術を切り札として搭載していました。 
 
2011 年、BMW はラグジュアリー・クーペの第 3 世代モデルを導入しました。これに
より、スポーティかつモダンなラグジュアリーは、さらに上のレベルに達しました。
また、クーペの車両コンセプトを解釈し直して、ボディ・バリエーションを追加しま
した。 
その BMW 6 シリーズ グラン クーペは、スポーティでエレガントな 4 ドア・ツアラー
というカテゴリーを誕生させました。 
 
ミディアム・クラス・クーペの復活 
1990 年代の初めに、BMW は再びミディアム・クラスのクーペ・バリエーションを発
表しました。かつてのノイエクラッセと同様に、今度は BMW 3 シリーズを技術的なベ
ースとして、再びまったくオリジナルのボディを開発しました。ウインドウ・フレー
ムの無い長いドアとリヤに向けて緩やかに流れるルーフ・ライン、さらにモデル専用
リヤ・シートの採用により、初代 BMW 3 シリーズ クーペに個性的なスタイルを与え
ました。 
 
BMW 3 シリーズ クーペのオリジナルなキャラクターはその後 2 つの世代のモデルに
受け継がれ、多くのディテールがさらに強調されています。また、1998 年に発表され
た第 2 世代の BMW 3 シリーズ クーペと 2006 年に導入されたその後継モデルのいず
れもが、駆動システムの分野の技術的な先駆けとなりました。BMW 330Cd は BMW
ブランドのクーペで初めて、2003 年にディーゼル・エンジンを搭載しました。また、



 
 

2006 年には BMW 335i クーペにツイン・ターボ・チャージャー、ガソリン・ダイレク
ト・インジェクション、無段階可変バルブ・コントロール・システムを備えた初の直
列 6 気筒エンジンを搭載してデビューしました。 
 
これまで以上に個性的：BMW 4シリーズ クーペ 
第 4 世代のモデルはこれまで以上にクーペの個性を高め、最終的にモデル名にも反映
されました。これ以降、ミディアム・クラス・クーペに独自のシリーズ名が導入され
ました。 
BMW 4 シリーズ クーペは BMW 3 シリーズとの関連性を示していましたが、プロポー
ションやプレス・ラインなどの個性的なスタイルだけでなく、エア・ブリーザーなど
のモデル専用のデザイン的特徴によって、セダンとは明確に一線を画しています。 
 
この間に、BMW ブランドのすべてのクーペ・モデルはそれぞれに独自のモデル・シリ
ーズを形成しました。このようにして、個性的なキャラクターをさらに強調していま
す。これは、コンパクト・セグメントで唯一、由緒ある後輪駆動方式を採用している
BMW 2 シリーズ クーペにも、また長距離耐久レース用の BMW M8 GTE と並行して
現代的なラグジュアリー・スポーツ・カーとして開発された新型 BMW 8 シリーズ ク
ーペにも当てはまります。 
 
BMW は新型 BMW 4 シリーズ クーペで、スポーティな駆けぬける歓びのためにデザ
インされた 2 ドア・クーペの排他的なキャラクターを、見間違えることのない独自の
デザインとモデル専用の車両コンセプトで表現するという戦略を継続しています。 
個性的な美しさ、ボディ構造、駆動システム、サスペンション・システムの最適化を
目的として開発された新型 BMW 4 シリーズ クーペは、プレミアム・ミディアム・セ
グメントにおける駆けぬける歓びの基準をこれまで以上に高めます。 
 
 



 
 

車両コンセプト 
シャープなフォルムと個性的なキャラクター 
 
新型 BMW 4 シリーズ クーペは、プレミアム・ミディアム・クラスにおける真の駆け
ぬける歓びを再定義するために開発されました。この 2 ドア・クーペは、技術的には
新型 BMW 3 シリーズ セダンをベースにしています。このモデルが独立した存在であ
ることはモデル名にも現れていますが、この新世代モデルはデザインも車両コンセプ
トもこれまで以上に強調されています。プロポーションや空力特性に加えてボディ剛
性やシャシー接続部も同様に最適化され、並外れてスポーティなハンドリング特性を
保証しています。 
 
これには、セダンとの明確な差別化を図り、先代 BMW 4 シリーズ クーペと比較して
明らかにシャープさの増したプロファイルに加え、とりわけモデル専用のセットアッ
プが施されたサスペンション・システムが寄与しています。この最新世代のモデルで
は、新型 BMW 3 シリーズですでに達成している運動性能の進歩を受け継ぎながら、胸
躍るパフォーマンスの体験を実現しています。 
 
新型 BMW 4 シリーズ クーペは、BMW のディンゴルフィン工場で製造されます。BMW
グループで最大のこのドイツの生産拠点は、BMW 8 シリーズ クーペをはじめ BMW 8
シリーズの追加モデルの発祥の地でもあります。さらにディンゴルフィンでは、BMW 
5 シリーズ、BMW 6 シリーズ グランツーリスモの他、ラグジュアリー・セダン BMW 
7 シリーズなども製造されています。新型 BMW 4 シリーズ クーペの世界市場の導入
時期は、2020 年 10 月以降を予定しています。 
 
モデル専用デザイン、低い重心、最適化された空力特性 
新型 BMW 4 シリーズ クーペの個性的なデザインは、どの角度から見てもひと目では
っきりと識別できます。独自のプロポーションとモデル専用のフロント・デザインが、
この 2 ドア・クーペのスポーティなキャラクターを忠実に表現しています。 
 
競合する他のモデルと比べて特にホイールベースを長く、またセダンよりもリヤ・ア
クスルのトレッドを 23 ミリメートル広くしており、これらが卓越した走行快適性と高
いコーナリング性能を絶妙にバランスさせるための理想適な前提条件となっています。
また最適化された空力特性、セダンより 57 ミリメートル低い車高、21 ミリメートル
低くなった重心位置が、スポーティな特性に貢献しています。さらに、ボディ構造を
強化するモデル専用ストラット・パッケージが、俊敏かつ正確な走行特性をさらに向
上させるもう 1 つの要因となっています。 
 
インテリジェント・ライトウェイト構造、最適化された重量、剛性そしてパッシブ・
セーフティ 
新型 BMW 4 シリーズ クーペの俊敏性と効率性は、ボディやシャシー・コンポーネン
トの重量を最適化した構造によるものです。インテリジェントな材料を組み合わせて



 
 

車両重量を最適化し、同様に負荷経路（応力が伝わる経路）を最適化したことによる
相乗効果で、剛性と衝突安全性に関するボディ特性を向上させています。熱延鋼板や
アルミ合金で構成される乗員保護空間は、多層鋼を追加することでさらに強化されて
います。 
 
フロント・エンドには、アルミ押出成形による縦方向エンジン・キャリアとアルミ・
ダイキャスト製スプリング・サポートを採用しています。 
先代モデルと比べて新型 BMW 4 シリーズ クーペのさらに進歩した点として、エンジ
ン・フード、フロント・サイド・パネル、さらにドアもアルミ製となっています。 
テールゲート・トリムには天然繊維を使用しており、軽量化と資源保護の両方に貢献
しています。 
 
パッシブ・セーフティ分野における包括的な総合コンセプトにより、様々な種類の衝
突事故に際して可能な限りの乗員保護を保証しており、また世界中の自動車市場で考
慮される衝突試験プロセスの要件にも配慮しています。極めて堅牢なパッセンジャ
ー・セル、高強度負荷分散構造に加えてインテグレーテッド・セーフティ・エレクト
ロニクスを採用しており、これが衝突の種類や衝撃の強さに応じてレストレイント・
システムを適切な順序、最適なタイミングで作動させ、必要な効果を発揮させます。 
歩行者保護性能を最適化するため、新型 BMW 4 シリーズ クーペにはアクティブ・エ
ンジン・フードを標準装備しています。 
これは、歩行者と衝突した際に着火式アクチュエーターが作動してエンジン・フード
を持ち上げ、エンジン・フードとその下にある硬いコンポーネントとの間に、変形す
るための空間を確保します。 
 



 
 

デザイン 
エレガンスとダイナミクス、 
エクスクルーシブな組合せ 
 
BMW のミディアム・クラス・クーペのデザインは、5 世代を経る中で際立つスタイル
を発展させてきました。新型 BMW 4 シリーズ クーペの外観には、スポーティな 2 ド
ア・クーペの個性的なキャラクターが極めて明確に表現されています。 
BMW ブランドの新しいデザイン言語では、数少ない精密に描かれたラインと濁りのな
い大きなサーフェスで構成されたボディ・デザインを採用しており、どの角度から見
ても純粋な駆けぬける歓びが伝わってきます。 
 
新型 BMW 4 シリーズ クーペの車両コンセプトは、これまで以上に徹底的に魅力的で
躍動感あふれる走りを伝えるためにデザインされ、その方向性が忠実に反映されてい
ます。 
先代モデルと比較しても、新型 BMW 4 シリーズ クーペはスポーティさをより精密に
定義しています。同時にこのデザインは、とりわけ新型 BMW 3 シリーズ セダンとの
明確な差別化が表現されています。さらに、この 2 ドア・クーペのプロポーションと
プレス・ラインは、BMW ブランドに特徴的なスポーティ・エレガンスを象徴していま
す。この個性的な外観によって、新型 BMW 4 シリーズ クーペはその競合環境にあっ
て尚、他車にない最大級の排他性と存在感を示しています。 
 
新型 BMW 4 シリーズ クーペのダイナミックで伸びやかなプロポーションはエクステ
リアの寸法が変更されたことによるもので、先代モデルに比べて全長が 128 ミリメー
トル延びて 4,768 ミリメートルになり、全幅は 27 ミリメートル広がって 1,852 ミリメ
ートルに、またホイールベースも 41 ミリメートル伸びて 2,851 ミリメートルになりま
した。車高はわずかながら 6 ミリメートル増えて 1,383 ミリメートルになりました。
トレッドはフロントが 28 ミリメートル、リヤが 18 ミリメー トル拡大され、新型
BMW 4 シリーズ クーペの力強い外観に寄与しています。ショート・オーバーハング、
細いピラー、ウインドウ・フレームの無い長いドア、流れるようなルーフ・ラインが、
横から見たときのエレガントな外観を強調しています。 
 

表情豊かで個性的、伝統を踏まえたフロント・エンド 
新型 BMW 4 シリーズ クーペは極めて表情豊かなフロント・ビューによって、その独
立したキャラクターが表現されています。大型で直立配置された BMW キドニー・グ
リルは、その背後に大量の冷却用エアが必要なパワフルなエンジンが存在しているこ
とを示唆しています。この部分は前傾しており、縦長のグリルはフロント・エプロン
の下端に届きそうなほどです。開口部にはメッシュ・グリルが標準装備されています。
この BMW キドニー・グリルは、特徴的な要素としてフロント・エンドの中央に堂々
と配されています。中央に直立するように配置されたこのグリルは、BMW 328 や BMW 
3.0 CSi など、往年の BMW の伝説的なモデルのデザイン的特徴を採り込み、現代的な
方法で再解釈したものです。 



 
 

この BMW キドニー・グリルは、立体的な構造のサーフェスで囲まれています。ヘッ
ドライトの輪郭も、エンジン・フードに配された矢印状のラインも、BMW キドニー・
グリルに向かっています。フロント・エプロンの外縁部には、やはり縦長にデザイン
されたエア・カーテン用吸気口があり、これがこのクルマの幅の広さを強調していま
す。 
 
LEDヘッドライトを標準装備、BMWレーザー・ライトはオプション 
新型 BMW 4 シリーズ クーペのヘッドライトも、力強く張り出したホイールハウスに
かけて大きく切れ込んでいます。キドニー・グリルに向かって徐々に細くなるフラッ
トな輪郭のヘッドライトと、2 つの光源が並んで配された 4 灯式ヘッドライトが、BMW
特有の路面に集中する顔つきを表現しています。フル LED ヘッドライトが標準装備さ
れています。 
このヘッドライトの光源には、細部にわたり最新技術が採用されています。ヘッドラ
イト下部にそれぞれ 2 本ずつ配された U 字型ライト・ガイド（導光板）は、デイ・ラ
ンニング・ライト機能を果たします。ヘッドライト・ユニット外縁部の 3 枚の高品質
ガラス・ブレードが、ターン・インディケーターとして機能します。 
 
新型 BMW 4 シリーズ クーペのオプション装備品の BMW レーザー・ライトは、BMW
セレクティブ・ビーム（幻惑防止ハイビーム・アシスタント）付きアダプティブ LED
ヘッドライトです。このヘッドライトは、外側と内側の両方の光源をロービームとハ
イビームに使用します。また装備範囲には、市街地走行および自動車専用道路の走行
用に最適な可変式の道路照明であるコーナリング・ライトおよびアダプティブ・ター
ニング・ライトが含まれています。 
BMW レーザー・ライトは、車速 60km/h 以上でハイビームの照射距離を最大 550 メー
トルまで拡張し、さらに道路に沿って動的に照射範囲を変化させます。六角形のライ
ト・ガイドがデイ・ランニング・ライト機能を提供します。 
またデイ・ランニング・ライトのボディ外側の光源が、初めてターン・インディケー
ターとして機能するようになりました。 
 
BMW レーザー・ライトを識別する特徴として、ヘッドライト・ユニット上部のブルー
のインサートがあります。LED ライトの 2 つのバリエーション共に、BMW Individual
シャドー・ラインでは上部にダーク・カラーのインサートが用意されます。 
 
その他のオプションとして、フロント・エプロンにフラットかつ水平に配置される LED
フォグライトが用意されています。 
 
エレガントでダイナミックなサイド・ビュー、力強いリヤ・エンド 
新型 BMW 4 シリーズ クーペのサイド・ビューは、クリアで張り詰めたサーフェス、
マット・ブラックのサラウンドを標準装備した一枚のフラットなウインドウ・グラフ
ィック、伸びやかでリヤに向けて緩やかに下降するルーフ・ラインが特徴です。数少
ないラインで正確に定義された輪郭は、アスリートの彫刻のようなフォルムとなって



 
 

います。フロント・ホイール・アーチ上部の平面部分の小ささがこのクルマの俊敏性
を表し、一方リヤ周りでは、リヤ・ホイール上部で大きく内側に絞り込まれたグリー
ン・ハウスと筋肉のような形状のショルダー・エリアが、この 2 ドア・クーペのトレ
ッドの広さと逞しいボディを強調しています。ボディのダイナミックな印象は、エレ
ガントに伸びるサイド・ウインドウ・グラフィックと大きく絞り込まれたホフマイス
ター・キンクの折り返し部分で締めくくられます。 
 
リヤ・エンドでもゆったりとして濁りの無いフラットなサーフェス、力強いショルダ
ー部分が、新型 BMW 4 シリーズ クーペの幅の広さと低重心を強調しています。フラ
ットで、大きくサイド・セクションまで伸び、スタイリッシュなダーク・カラーのレ
ンズで覆われたフル LED のリヤ・コンビネーション・ランプがこの効果をサポートし
ています。均質な光を放つ筋状のテールライトは、BMW 特有の L 字型デザインです。
リヤ・エプロンの外縁部に垂直配置された開口部は、フロントのエア・カーテンのデ
ザインが反映されています。モデル・バリエーションにより丸形または台形のテール
パイプが、リヤ・エプロン下の両端部に配されています。 
 
新型 BMW 4シリーズ クーペの最上位モデルとして専用アクセントを纏い、特徴的な
デザインのM Ｓportsモデル 
新型 BMW 4 シリーズ クーペには、標準仕様に代わるモデル・バリエーションの M 
Sport が用意されています。フロント・エプロン両端部の特大エア・インテーク、ダー
ク・シャドウ・カラーのインサートとハイグロス・ブラックのディフューザー・エレ
メントを備え、印象的な造形のリヤ・エプロンが、この 2 ドア・クーペのスポーティ
なキャラクターをさらに強調しています。さらに M Sport のデザイン的特徴として、
エア・インテーク・トリム、サイド・ウインドウ・サラウンド、ドア・ミラー脚部は
ハイグロス・ブラック仕上げになっています。 
オプションの拡張装備付き BMW Individual ハイグロス･シャドー・ラインを組み合わせ
ると、BMW キドニー・グリルのフレームとテール・パイプ・フィニッシャーも高級感
あるダーク・カラーになります。 
 
冷却用エアの供給と空力特性を最適化するため、BMW M440i xDrive クーペおよび
BMW M440d xDrive クーペの M Sport では、キドニー・グリル・フレーム、エア・イ
ンテーク・トリム、ドアミラー・カバー、台形テール・パイプ・カバーといったボデ
ィ装備品がセリウム・グレーになり、さらにアクセントとしてリヤ・エプロンのイン
サートがハイグロス・ブラックになります。また、BMW M モデル用として、フロント・
サイド・エア・インテーク・トリム、ドアミラー・カバー、リヤ・エプロンのディフ
ューザー・エレメント、特別形状のリヤ・スポイラーに極めて軽量なハイテク素材を
使用した M カーボン・エクステリア・パッケージが用意されています。 
 
新しいエクステリア・カラーと BMW Individual塗装 
新型 BMW 4 シリーズ クーペの市場導入時点のボディ・カラーには、ノンメタリック
仕様がブラックとアルピン・ホワイトの 2 種類、またメタリック仕様にはサファイア・



 
 

ブラック・メタリック、ミネラル・ホワイト・メタリック、ブルーストーン・メタリ
ック、サンセット・オレンジ・メタリック、ポルティマン・ブルー・メタリックが用
意され、新しいカラー・バリエーションとしてアークティック・レース・ブルー・メ
タリックも選択できます。さらに、BMW Individual 塗装のドラヴィット・グレー・メ
タリックとタンザナイト・ブルー・メタリックも用意されています。 
 
ドライバー・オリエンテッドなコックピット・デザインと現代的で上質な雰囲気の 4
シーター・インテリア 
くっきりとデザインされたサーフェス、上質な素材、そしてドライバー・オリエンテ
ッドなコックピット・デザインが新型 BMW 4 シリーズ クーペのプレミアムな雰囲気
を印象付けており、またそのパフォーマンスに集中するためのインテリア・デザイン
が追求されています。運転席と助手席には、スポーツ・シートが標準装備されていま
す。エレガントなデザインのダッシュボードには水平方向のラインが配されており、
そのままドア部分にまで伸びるアウトラインと上質なマット・クローム・ストリップ
によって、幅の広さがさらに強調されています。ダッシュボードとドア・トリム・パ
ネル、高い位置にあるセンター・コンソールをデザイン的にコーディネートしたこと
で、包み込まれるような感覚を演出しています。BMW M440i xDrive クーペおよび BMW 
M440d xDrive クーペに M Sport を組み合わせると、センター・コンソールの側面にス
ポーティなドライビングをサポートするニーパッドが装備されます。 
 
新型 BMW 4 シリーズ クーペのメーター・パネルとコントロール・ディスプレイは、
大きな複合型ディスプレイを構成しています。その他の操作ユニットも、分野ごとに
機能を集め、明解に構造化されています。エア・コンディショナーのディスプレイと
操作ボタンは、中央のエア吹出し口と共にダッシュボード中央部分の高品質なデザイ
ン・ユニットにまとめて配置されています。ステアリング・ホイールの脇にあるスイ
ッチ・パネルでは、照明機能を操作します。エンジン・スタート／ストップ・ボタン
は、新デザインのギヤ･セレクター･スイッチ、iDrive コントローラーの他、ドライビン
グ・パフォーマンス・コントロール・スイッチや電動パーキング・ブレーキ・ボタン
と共にセンター・コンソールの高品質仕上げの操作パネルに配置されています。 
 
後席には、モデル専用の特徴あるシングル・シート・デザインの座席が 2 人分装備さ
れています。一体型ヘッドレストとリヤ・シェルフ上のドーム形状部分は後席のスポ
ーティな雰囲気を強調しており、ここにはオプションのスピーカーやその横にチャイ
ルド・シート接続部を組み込むことができます。 
 
上質なインテリア・トリム、排他的な雰囲気を放つM Sportおよび BMW Mモデル 
新型 BMW 4 シリーズ クーペのモダンでプレミアムな雰囲気には、上質なインテリ
ア・トリムも寄与しています。ハイグロス・ブラックのインテリア・トリム、パール・
グロス・クロームのアクセント・トリムが標準装備されています。オプション装備品
プログラムでは、さらに 5 種類のデザインが選べます。その中には、オープン・ポア
仕上げのファイン・ウッド・インテリア・トリムとアルミニウム・メッシュ・エフェ



 
 

クトが用意されています。BMW Individual のインテリア・トリムでは、さらに 3 つの
バリエーションが用意されています。 
 
M Sport を組み合わせると、極めてエクスクルーシブな雰囲気を演出できます。M 専
用仕様のスポーツ・シート、M のロゴがあしらわれた M レザー・ステアリング・ホイ
ールとエントランス・ストリップ、アンソラジットの BMW Individual ルーフ・ライナ
ー、アルミニウム・テトラゴン仕様のインテリア・トリム（パール・グロス・クロー
ムのアクセント・ストリップ付き）が、スポーティなドライビング・エクスペリエン
スをサポートします。また、BMW M440i xDrive クーペおよび BMW M440d xDrive ク
ーペの場合、メーター・パネル内のデジタル・ディスプレイにあしらわれたモデル・
エンブレムが特別なステイタスを示しています。 



 
 

エンジン、トランスミッション、BMW xDrive 
胸のすく出力特性、 
卓越したパフォーマンス 
 
研ぎ澄まされた気性と最適化された効率性が、新型 BMW 4 シリーズ クーペのために
開発された駆動技術を特徴付けています。この分野でも先代モデルから大きく進歩し
ています。すべてのガソリン・エンジンとディーゼル・エンジンは現行のエフィシエ
ント・ダイナミクス・ドライブ・ファミリーを起源としており、最新の BMW ツイン
パワー・ターボ・テクノロジーを備えています。さらに 48V（ボルト）のスターター・
ジェネレーター付きマイルド・ハイブリッド・テクノロジーを採用しており、胸のす
く出力特性と、燃費および排出ガスの削減を達成しました。 
また排出ガス後処理の開発がさらに進み、すべてのエンジン・バリエーションで Euro 
6d 排出ガス規制をクリアしました。 
 
今回初めて、BMW M440i xDrive クーペがモデル・プログラムを率いることになりまし
た。とりわけパワフルな直列 6 気筒ガソリン・エンジンが、卓越したパフォーマンス
を発揮します。また、新型 BMW 4 シリーズ クーペの市場導入時点では、4 気筒ガソ
リン・エンジンが 2 種類、4 気筒ディーゼル・エンジンが 1 種類用意されます。さら
に 2021 年 3 月以降、直列 6 気筒ディーゼル・エンジンを 2 種類投入し、より充実し
たラインアップとなる予定です。 
 
すべてのエンジンに、8 速ステップトロニック・トランスミッションが標準装備されま
す。効率性のみならずギヤシフト特性も改善され、初めてオプションで提供される「ス
プリント機能」により、一段とスポーティな駆けぬける歓びを体験する新たな可能性
を開きます。 
伝統的な後輪駆動方式に代わり、4 気筒ディーゼル・エンジン搭載車にも BMW xDrive
システムが搭載されます。新型 BMW 4 シリーズ クーペの 6 気筒エンジン搭載車は、
すべてインテリジェント四輪駆動システムが標準装備されます。 
 
マイルド・ハイブリッド・テクノロジーによる胸のすく加速性能と効率性向上 
すべてのディーゼル・エンジンと、直列 6 気筒ガソリン・エンジンを搭載する最上位
モデル BMW M440i xDrive クーペには、特に胸のすく出力特性と効率性向上を実現す
るマイルド・ハイブリッド・テクノロジーを搭載しています。48 ボルトのスターター・
ジェネレーターと追加バッテリーの採用により、ブレーキ・エネルギー回生システム
と、それによって発電した電力の利用可能性を大幅に拡大することができます。 
 
さらに、ブレーキを操作した際にもエンジン・ドラッグ・トルクによって発生する減
速効果が得られます。 
 
 



 
 

ブレーキ・エネルギー回生で発電して電圧 48 ボルトのバッテリーに蓄えられたエネル
ギーは、電圧 12 ボルトのオンボード・ネットワークに電力を供給するだけでなく、駆
動力を補助するためにも利用します。その際は、この電気エネルギーを 48 ボルトのス
ターター・ジェネレーターに戻します。これにより、このジェネレーターは電気モー
ターの役割を担い、エンジンができるだけ頻繁に最適な作動効率を得られる負荷域で
作動できるようにエンジンを補佐します。このジェネレーターは、さらに加速時にも
電気的なブースト（出力増）を実行します。ここで即時利用可能な 8kW/11PS の追加
出力によって、エンジンはよりダイナミックな出力特性を発揮し、発進時や追い越し
時の加速性能が向上します。 
 
48 ボルトのバッテリーによって追加された充電容量と、より集中的なブレーキ・エネ
ルギー回生により、エンジン負荷段階でジェネレーターを駆動して発電する頻度が少
なくなります。これによりエンジンの負荷は大幅に軽減され、効率性が向上します。
それにもかかわらず、定速で走行している際にジェネレーターから 48 ボルトのバッテ
リーに充電することもできます。ただしこの負荷ポイント上昇による発電は、バッテ
リーの充電レベルが低くなっている場合にのみ実行すべきものであり、エンジンの効
率性を損なわない段階で行うことが望ましいと言えます。 
 
さらに、この高出力のスターター・ジェネレーターは、コースティング機能やオート・
スタート・ストップ機能を使用しているときなどの素早く振動の少ないエンジン始動
や停止を実現します。例えば、車両が交差点や渋滞の最後尾に接近しながらブレーキ
をかけた際、車速が 15km/h を下回るとエンジンは停止します。コースティング機能を
使用中も同様に、ドライブトレインの接続を解除する代わりにエンジンを停止するこ
とができます。 
この機能は、車速が 25～160km/h で走行中に使用できます。新型 BMW 4 シリーズ ク
ーペでは、ECO Pro（エコ・プロ）モードだけでなくさらに COMFORT（コンフォー
ト）モードでも利用できるようになりました。ステップトロニック・トランスミッシ
ョンの 8 速を選択して走行中、ドライバーがステアリング・ホイール右側の（+）シフ
ト・アップ・パドルを操作すると、コースティング・モードをオンにすることができ
ます。  
 
卓越したパフォーマンス：BMW M440i xDriveクーペの新しい直列 6気筒ガソリン・
エンジン 
新型 BMW 4 シリーズ クーペで搭載可能な 3 種類のガソリン・エンジンには、最新世
代の BMW ツインパワー・ターボ・テクノロジーが装備されています。このテクノロ
ジーには、ツイン・スクロール・ターボ・チャージャー、燃料噴射の最高圧力が 200bar
から 350bar に高まった高精度ダイレクト・インジェクション・システムの他、バルブ
トロニック無段階可変バルブ・コントロール・システムやダブル VANOS 可変カムシャ
フト・コントロール・システム、さらに効率を最適化した冷却システムとオイル供給
システムが含まれています。また、ガソリン・パティキュレート・フィルターの導入
で排出ガス後処理システムも最適化されています。 



 
 

胸のすく吹け上がり、滑らかな作動、優れた作動特性、感情に訴えかけるサウンド。
新型 BMW M440i xDrive クーペに搭載された直列 6 気筒エンジンは、スポーティな駆
けぬける歓びに関連するすべての基準を極めて高いレベルで満たします。さらに、こ
の最上位モデルの卓越したパフォーマンスは、俊敏性や正確性、運動性能のために
BMW M GmbH がモータースポーツで集積したノウハウを結集させた包括的パッケー
ジによってもたらされています。そのために、エンジン、8 速ステップトロニック・ス
ポーツ・トランスミッション、インテリジェント四輪駆動システム、M スポーツ・デ
ィファレンシャルを含むモデル専用サスペンション・テクノロジーが互いに完璧に連
携します。 
 

新しい直列 6 気筒エンジンは、重量を最適化したピストンとコンロッド、インダイレ
クト・インタークーラー付きツイン・スクロール・ターボ・チャージャー、シリンダ
ー・ヘッドに一体化されたエグゾースト・マニホールドを採用して、水冷による熱管
理の改善を図っています。排気量 3.0 リッターのこのエンジンは、最高出力
275kW/374PS を発生します。これは、先代 BMW 4 シリーズ クーペで最も出力の高
いモデル・バリエーションよりも、最高出力で 35kW/48PS 高くなっています。最大ト
ルクは 500Nm/1,900～5,000rpm です。 
 
その結果生み出される駆動力により、このモデルは 0-100km/h 加速タイム 4.5 秒を実
現しています。スパート・マニューバー（急加速）時には、標準装備される M スポー
ツ・エキゾースト・システムから特徴的なサウンドを轟かせます。フラップ制御によ
り、特にドライビング・パフォーマンス・コントロールの SPORT（スポーツ）モード
と SPORT+（スポーツ・プラス）モードで、直列 6 気筒エンジンの出力特性の真価が
発揮されます。新型 BMW M440i xDriveクーペの平均燃費は7.1～6.8 リッター／100km
で、CO2 排出量は 163～155g/km です。 
 
BMW 430iクーペと BMW 420iクーペに搭載された力強く効率の良いガソリン・エン
ジン 
広範にわたりさらなる開発が行われた 4 気筒ガソリン・エンジンは、BMW 430i クー
ペおよび BMW 420i クーペに極めてスポーティなパフォーマンスと効率性向上をもた
らしました。いずれも排気量 2.0 リッターの 2 つのエンジンのうち出力の大きいエン
ジンは、先代モデルよりも出力が 5kW/6PS アップして最高出力 190kW/258PS を発生、
1,550～4,400rpm のエンジン回転域で最大トルク 400Nm を生み出します。これによ
り、新型 BMW 430i クーペの 0-100km/h 加速性能値は 5.8 秒を記録します。エンジン
効率を最適化したことで複合モード燃費は 6.1～5.7 リッター／100km、CO2 排出量は
141～131g/km を実現しました。 
 
新型 BMW 420i クーペに搭載される 4 気筒エンジンは、BMW ならではの滑らかな作
動と模範的な効率性を特徴としています。135kW/184PS の最高出力と、1,350～
4,000rpm の回転域で 300Nm の最大トルクを発生し、0-100km/h 加速性能値は 7.5 秒
です。新型 BMW 420i クーペの平均燃費は 5.8～5.3 リッター／100km で、CO2 排出量



 
 

は 132～122g/km です。 
 
新規事項：すべてのディーゼル・エンジンに 2ステージ・ターボ過給システムを採用 
新型 BMW 4 シリーズ クーペに搭載されたディーゼル・エンジンのすべてに、BMW
ツインパワー・ターボ・テクノロジーの構成要素として 2 ステージ・ターボ過給シス
テムを採用しました。2 つのターボ・チャージャーのうち小さい方が早期に反応するこ
とで、とりわけ素早い吹け上がりを実現します。窒素酸化物の排出を削減するため、
ディーゼル・エンジンの排出ガス後処理技術に AdBlue（アドブルー）噴射式 SCR 触
媒コンバーターを備えた BMW BluePerformance（ブルーパフォーマンス）技術を採用
しています。 
 
BMW 420d クーペおよび BMW 420d xDrive クーペの排気量 2.0 リッターの 4 気筒ディ
ーゼル・エンジンの燃料供給システムには、さらに開発が進んだコモンレール式ダイ
レクト・インジェクションを採用しています。ソレノイド・バルブ式インジェクター
の燃料噴射の最高圧力が今回 2,500bar まで高められ、より細かい霧化とクリーンな燃
焼を実現します。このエンジンの最高出力は 140kW/190PS で、1,750～2,500rpm の
回転域で最大トルク 400Nm を利用できます。素早い吹け上がりにより、0-100km/h
加速性能値は 7.1 秒（BMW 420d クーペ）、または 7.4 秒（BMW 420d xDrive クーペ）
を記録します。このエンジンも同じく効率が向上しており、新型 BMW 420d クーペの
複合モード燃費は 4.2～3.9 リッター／100km、CO2排出量は 112～103g/km、新型 BMW 
420d xDrive クーペの複合モード燃費は 4.6～4.3 リッター／100km、CO2 排出量は 121
～112g/km となります。 
 
新型 BMW 430d xDrive クーペ（2021 年 3 月以降に導入予定）の排気量 3.0 リッター
の直列 6 気筒ディーゼル・エンジンにも、特に素早いレスポンスのために、初めてマ
ルチ・ステージ過給システムを採用しました。このシステムには、最高噴射圧 2,700bar
のピエゾ・インジェクター付きコモンレール式ダイレクト・インジェクションが組み
合わされます。ターボ過給システムの高圧ステージ用の可変タービン・ジオメトリー
により、胸のすく吹け上がりと一貫した出力特性を実現しています。1,500～2,500rpm
のエンジン回転域で維持される最大トルクは、先代モデルより 90Nm アップして
650Nm になりました。この新型エンジンの最高出力は、従来のエンジンと比べて
20kW/28PS 増加して 210kW/286PS になりました。これにより、新型 BMW 430d xDrive
クーペの 0-100km/h 加速性能値は 5.2 秒を記録しています。 
 
新型 BMW M440d xDrive クーペ（2021 年 3 月以降に販売予定）の導入に伴い、その
パフォーマンスも明らかにアップしています。同じく排気量 3.0 リッターの直列 6 気
筒ディーゼル・エンジンは、先代モデルの最もパワフルなディーゼル・モデルと比べ
て出力が 20kW/27PS アップしており、最高出力 250kW/340PS を発生します。 
この新型ディーゼル・エンジンの最大トルクは 70Nm アップして 700Nm になりまし
た。ターボ過給システムが極めて素早く反応し、継続的な出力特性を確保するため、
この新型エンジンの高圧ステージと低圧ステージの両方に可変タービン・ジオメトリ



 
 

ーを採用しています。新型 BMW M440d xDrive クーペの 0-100km/h 加速性能値は 4.7
秒です。 
 
全モデル標準装備：シフト特性と効率性を改善した 8速ステップトロニック・トラン
スミッション 
今回初めて、BMW 4 シリーズ クーペのすべてのモデル・バリエーションに 8 速ステ
ップトロニック・トランスミッションが標準装備されました。この最新型のオートマ
チック・トランスミッションは、それぞれのエンジンが発生した駆動トルクを処理す
るためのシフト特性と効率性が改善されました。コンバーター・クラッチのスリップ
率をさらに小さくし、さらに開発が進められた油圧制御システムがより素早い変速を
可能にし、新しいトーショナル・ダンパーの採用で、走行快適性とシフト快適性が最
適化されています。さらにギヤ比の幅も拡張されました。このようにして、特に高い
ギヤで走行しているときのエンジン回転数を下げることで大幅に効率性を改善できま
す。 
 
スポーティ性と効率性の面で理想的なシフト戦略を実現するため、トランスミッショ
ン・コントロールはナビゲーション・システムやドライバー・アシスタント・システ
ムから提供されるルート・プロファイルや交通状況のデータを考慮します。これによ
り、例えば交差点や前走車に接近する際には、早目のシフト・ダウンを行います。 
 
BMW M モデルに標準装備され、新型 BMW 4 シリーズ クーペの他のすべてのモデル・
バリエーションにはオプション装備可能な 8 速ステップトロニック・スポーツ・トラ
ンスミッションは、より優れたシフト特性とさらに素早い変速を行います。ステアリ
ング・ホイールのパドル・スイッチを使えば、極めて迅速に手動変速が可能です。新
型 BMW 4 シリーズ クーペの 8 速ステップトロニック・スポーツ・トランスミッショ
ンは、静止状態からの発進加速時のトラクションを最適化するローンチ・コントロー
ル機能に加え、初めて革新的なスプリント機能が提供されます。これにより、追い越
しや追い抜きの際に最大の運動性能を発揮します。ドライバーが左側のシフト・パド
ルを 1 秒以上手前に引くと、直ちにアクセル・ペダル特性、エンジン・サウンド特性、
シフト特性に関するドライビング・パフォーマンス・コントロールの Sport モードが作
動します。最大限の加速性能を実現するため、トランスミッションはこれと同時にそ
の時点で利用可能な最も低いギヤにダイレクトにシフトします。メーター・パネルに
はスポーツ・モードを示す「SPORT」が表示され、加えて「SPRINT」と表示されま
す。スプリント機能は、BMW M440i xDrive クーペおよび BMW M440d xDrive クーペ
に標準装備され、また他のすべてのモデル・バリエーションにも M Sport パッケージ・
プロとのセットで装備できます。 
 
BMW xDrive：正確な動力伝達で俊敏性を向上 
インテリジェント四輪駆動システム BMW xDrive は、よりダイナミックな走行特性の実
現にも寄与しています。トランスファー・ケース内の多板クラッチにより、常に必要
に応じた駆動力の伝達を実現するため、駆動システムとシャシー・システムの電子制



 
 

御システムをネットワークで接続しています。フロント・ホイールとリヤ・ホイール
間の駆動トルクの素早く正確、かつ無段階の可変配分は、この最新型では特に効率的
に実行されます。四輪駆動で走行する必要のない状況では、すべての駆動力をリヤ・
ホイールに伝達します。また、ダイナミックに走行する場面でも、システムはリヤ・
ホイールを重視した駆動力配分を行います。これにより、BMW ならではのドライビン
グ・エクスペリエンスを実現します。 
例えば、ダイナミックにコーナリングする際には、目的に合わせて追加の駆動力をリ
ヤ・ホイールへ振り分けることで正確なステアリングをサポートします。 



 
 

シャシー・テクノロジー 
魅力あるパフォーマンスのための 
最高の精度 
 
スポーティな駆けぬける歓びは、新型 BMW 4 シリーズ クーペの得意分野です。個性
的なデザインのボディに新型 BMW 3 シリーズ セダンのシャシーおよびドライブトレ
イン・テクノロジーを組み合わせ、徹底的に魅力的なパフォーマンスを追求したその
車両コンセプトは、プレミアム・ミディアム・セグメントにおける究極のスポーツ・
セダンの地位をさらに強固なものにしています。新型 BMW 4 シリーズ クーペは、運
動性能の分野でさらに進歩を遂げました。本モデル独自のプロポーション、最適化さ
れた空力特性、ボディ剛性の向上、とりわけ低い重心位置、さらに目的を絞ったジオ
メトリーの変更、サスペンションの接続部やセットアップの改善により、新型 BMW 4
シリーズ クーペは先代のセダンとは一線を画した、パワフルでスポーティなキャラク
ターを実現しました。 
 
先代モデルやセダンと比較して明らかにシャープさの増した新型 BMW 4 シリーズ ク
ーペのプロファイルは、2 ドア・クーペという基本コンセプトに対する理想的な前提条
件を備えています。ほぼ完全に覆われたアンダーボディ、最適化されたエア・フラッ
プ・コントロール、その他数多くの対策により空気抵抗を削減し、Cd 値を最大 0.25
（BMW 420d クーペの場合）に抑えました。これと同時に、新型 BMW 3 シリーズ セ
ダンでも元々極めて低かったリヤ・アクスル周りの揚力を、さらに 15 ポイント減少さ
せました。新型 BMW 3 シリーズ セダンと比較して、リヤ・アクスルのトレッドが 23
ミリメートル広くなり、フロント・ホイールのキャンバー角も大きくなり、スポーテ
ィなコーナリングの際にサイド・フォースを伝達するポテンシャルが高められていま
す。新型 BMW 4 シリーズ クーペの俊敏性は、さらに 50：50 の調和のとれた前後軸
荷重配分と、セダンより 21 ミリメートル低い車両重心の恩恵を受けています。 
 
新型 BMW 4 シリーズ クーペのシャシー・テクノロジーには、独自の特性を備えたス
トローク依存型ダンパーが標準装備されています。さらなる運動性能を追求したり、
スポーツ性能と快適性のバランスを最適化したりするなど、車両特性のセットアップ
を可能にするため、M スポーツ・サスペンション、バリアブル・スポーツ・ステアリ
ング付きアダプティブ M サスペンション、M スポーツ・ブレーキ・システム、M スポ
ーツ・ディファレンシャルなどがオプション設定されています。 
 
モデル専用ストラット・コンセプトでボディ構造とシャシー接続部の剛性を最適化 
ボディ構造とシャシー接続部の剛性アップを目的とする対策が、高い俊敏性と極めて
正確なステアリング特性を特徴とする新型 BMW 4 シリーズ クーペの走行特性の独立
したキャラクターをサポートしています。このモデル独自の特徴として、フロント・
サスペンションのストラット・タワーとバルク・ヘッド、ストラット・タワーとフロ
ント・エンドの接続を強化する一体型ストラットによるスラスト・プレートなどがあ



 
 

ります。 
直進走行時や高い横方向加速度がかかった際のハンドリングを向上するため、リヤ・
アクスル周りにストラットを追加して剛性を高めています。 
 
重量を最適化したアクスル構造、独立した特性を備えたストローク依存型ダンパー 
ダブルジョイント-プル・ストラット-スプリング・ストラット式フロント・アクスル、
および 5 リンク・リヤ・アクスルの採用により、極めてダイナミックな状況でも正確
に制御できるハンドリングと、ロング・ドライブでも安心していられる快適性のどち
らも満たすことができます。重量および剛性を最適化した構造とさらに開発が進んだ
エラストキネマティクスにより、正確なホイール・コントロールを実現し、先代モデ
ルよりも走行快適性と走行音が改善されています。 
 
標準装備のストローク依存型ダンパーも、新型 BMW 4 シリーズ クーペのスポーツ性
能と走行快適性を向上させます。このダンパーは路面の起伏やスポーティにコーナリ
ングする際に発生する振動を和らげ、穏やかにボディを落ち着かせます。このシステ
ムは無段階で制御され、それぞれのスプリングの変形量（ストローク）に応じて漸進
的（プログレッシブ）に減衰力を発生させます。これにより、路上に設置された大き
なバンプを乗り越えたときなど、サスペンションが過度に深く沈みこみ、反動でボデ
ィが浮き上がるような不快で不安を感じさせる挙動を防止します。この漸進性による
好ましい効果は、バランスの良い走行特性を実現します。特に、大きな負荷を受けた
ときだけでなく、小さな起伏でのダンパー・ストロークでもすでに十分な減衰効果を
はっきりと感じ取ることができます。 
 
このシステムは、フロント・アクスルに油圧式補助ダンパーを、またリヤ・アクスル
にはコンプレッション・リミッターを装備しています。フロントでは、まずこの補助
ダンパーのインナー・スリーブ内に浸されたエレメントによって平衡化されます。強
い負荷がかかって初めて、ダンパー全体が作動します。リヤ・ダンパーも同様に、そ
れぞれの走行状況に合わせて無段階で対応します。さらに車両に高い負荷がかかった
とき（積載量が多いとき）も、それぞれ理想的な油圧減衰を行います。フロント・ア
クスルのダンパーの肉厚を変更し、中空式スタビライザー、軽量ペンドラム・サポー
トの採用によりバネ下重量を軽減したため、システムのレスポンスが向上しています。 
 
スポーツ性と快適性を両立するために最適化された設計により、ストローク依存型ダ
ンパーはアクティブにセットアップを行うエレメントとして機能します。新型 BMW 4
シリーズ クーペの独立したキャラクターは、より高いレベルの減衰力と高いバネ定数
を持つスプリングおよびスタビライザーによって実現されています。モデル専用のス
プリング／ダンパーの設計により、標準装備のサスペンション・システムでも新型
BMW 3 シリーズ セダンより車高が 10 ミリメートル（BMW xDrive モデルは 8 ミリメ
ートル）低くなります。オプションの M スポーツ・サスペンション（新型 BMW M440i 
xDrive クーペと新型 BMW M440d xDrive クーペは標準装備）は、さらに強化されたス
トローク依存型ダンパー、スポーティな走りを重視して強化されたキネマティクスと



 
 

エラストキネマティクスの他、追加のボディ・ストラット、より硬めのベアリング、
よりバネ定数の高いスタビライザー、より大きなホイール・キャンバーを採用してい
ます。 
 
スポーツ性と快適性の振り幅を大きく拡大したアダプティブMサスペンション 
オプションのアダプティブ M サスペンションでは、スポーツ性と快適性との間の極め
て大きな振り幅を体験できます。これにより M スポーツ・サスペンションの機能に電
子制御式ダンパーを組み合わせて俊敏性とボディの安定性を最適化し、さらに長距離
ドライブの快適性も実現しています。無段階調整式バルブにより、ホイールごとに減
衰力を調整したり、積載状態に応じて減衰力を調整したりできます。ドライビング・
パフォーマンス・コントロール・スイッチでモードを切り替えると、COMFORT（コ
ンフォート）モードでのバランスの取れた長距離快適性から SPORT（スポーツ）モー
ドでの運動性能を重視した設定まで、ダンパー特性の変化をはっきりと感じ取ること
ができます。 
 
アダプティブ M サスペンションを組み合わせると、ドライビング・パフォーマンス・
コントロールのモードがさらに追加されます。ADAPTIVE（アダプティブ）モードでは、
ステアリング、ダンパー、アクセル・ペダル特性の設定やステップトロニック・トラ
ンスミッションのシフト特性を、ドライバーの走行スタイルに合わせて自動的に適応
させます。コントロール・ユニットは、よりスポーティな設定、あるいは快適性を重
視した設定のドライブトレインやトランスミッションの特性を提供するため、アクセ
ル・ペダルやステアリングの操作状況、さらにギヤ・セレクター・レバーの位置を記
録します。また交差点やカーブに接近する際などには、オプションのナビゲーション・
システムが提供する地図データも利用して、予測的に車両をセットアップすることが
できます。 
 

精度を最適化したバリアブル・スポーツ・ステアリング 
新型 BMW 4 シリーズ クーペのステアリング・システムの極めて高い精度を実現する
ために、モデル専用のアプリケーションが役立っています。このモデルは、車速感応
式サーボトロニック・パワー・ステアリング付きの電気機械式ラック＆ピニオン・ス
テアリングを標準装備しています。また M スポーツ・トランスミッションおよびアダ
プティブ M サスペンションには、バリアブル・スポーツ・ステアリングが組み合わさ
れます。そのときどきのステアリング角度に応じてギヤ比が変化するため、卓越した
直進安定性を実現するだけでなく、コーナリング時の挙動、および右左折時や操車時
の快適性を向上させます。これにより、カーブに進入する際はダイレクトで正確なレ
スポンスを、また駐車場に出入りする際や発進時にはわずかなステアリング操作で必
要な舵角が得られます。 
 
新型 BMW 4 シリーズ クーペには、17 インチ・アロイ・ホイールが標準装備されてい
ます。M Sport モデルや BMW M440i xDrive クーペ、BMW M440d xDrive クーペには、
18 インチ M アロイ・ホイールが標準装備されます。M Sport パッケージ・プロ装備車



 
 

には、19 インチ M アロイ・ホイールが装備されます。 
オプション装備品プログラムには、さらに 18 インチと 19 インチのアロイ・ホイール
が用意されています。フロントとリヤで異なるサイズを装着するいくつかのモデル・
バリエーション用以外にもハイ・パフォーマンス・タイヤが用意されています。 
さらに BMW 純正アクセサリー・プログラムには、新型 BMW 4 シリーズ クーペ用 20
インチ・アロイ・ホイールも用意されています。 
 
特別なデザインで、ブルーまたはレッドのブレーキ・キャリパーから選べるMスポー
ツ・ブレーキ・システム 
新型 BMW 4 シリーズ クーペの正確かつ制御可能なパフォーマンスには、モデル専用
デザインのパワフルな軽量ブレーキ・システムも一役買っています。ブレーキ・ディ
スクはアルミニウム・ポット付きねずみ鋳鉄フリクションリングで構成され、重量を
最適化して高い制動能力を発揮します。 
 
オプションの M Sport ブレーキ・システム（新型 BMW M440i xDrive クーペと新型 BMW 
M440d xDrive クーペには標準装備）は、市街地走行からサーキット走行まで、直観的
にコントロールできる傑出したブレーキ性能を保証します。そのために、短いペダル・
ストローク、ブレーキング時の熱に対する高い耐性、明確なプレッシャー・ポイント
といった極めてスポーティなセットアップが組み合わされています。さらに M Sport
ブレーキ・システムはよりダイレクトな作動比となっており、フロントに 4 ピストン・
ブレーキ・キャリパー、リヤにシングル・ピストン・ブレーキ・キャリパーを備え、
独立式の油圧回路を採用しています。ブレーキ・キャリパーには M のロゴがあしらわ
れ、ブルーまたはレッドの塗色を選択することができます。 
 
ドライビング・スタビリティ・コントロールのダイナミック・スタビリティ・コント
ロール（DSC）には、アンチロック・ブレーキ・システム（ABS）やダイナミック・
トラクション・コントロール（DTC）の他、各種スタビリティ・コントロール機能や
坂道発進アシスタントなどが含まれます。また、新型 BMW 4 シリーズ クーペの俊敏
性を高めるために、状況に合わせてリヤ・アクスルの駆動トルクを分配するパフォー
マンス・コントロールが標準装備されています。駆動輪の左右で摩擦係数が異なる路
面で急ブレーキをかけたときの走行安定性を最適化するために、ステアリング入力機
能（ステアリング・インパルス）を利用して適切な進路を維持するようドライバーを
サポートします。さらに、DSC システムを介した電動パーキング・ブレーキの機能が、
リヤ・ブレーキ・キャリパーに統合されています。 
 
走行安定性とコーナリング時の運動性能を最適化するM Sportディファレンシャル 
M Sport ディファレンシャルは、トラクションと走行安定性、さらに俊敏性とコーナリ
ング時の運動性能をさらに向上させます。BMW M440i xDrive クーペおよび BMW 
M440d xDrive クーペには、リヤ・ディファレンシャルに一体化された電子制御式無段
階可変ロッキング機能が標準装備されています。新型 BMW 430i クーペと新型 BMW 
430d xDrive クーペには、M スポーツ・サスペンション、またはアダプティブ M サス



 
 

ペンションと組み合わせるセット・オプションとして提供されます。 
 
DSC システムを通じてコーナリング中のカーブ内側と外側のホイール間の回転数差の
制限を精密制御することで、駆動力の伝達を最適化します。これにより、例えば高速
でカーブを走行する場合のアンダーステア傾向を効果的に打ち消すことができます。
そのために、荷重が失われて空転気味になっているカーブ内側のホイールの路面に伝
達できない駆動力を、ブレーキを作動させて無力化させるのではなく、意図的にカー
ブ外側のホイールに振り分けます。そうすることで、車両は実感できるほどダイナミ
ックにカーブに進入し、駆動トルクをスポーティな走りのために利用し尽くします。
同様にして、より大きな駆動トルクを持つ新型 BMW 4 シリーズ クーペは、特にカー
ブの出口で極めてダイナミックに加速することができるようになります。次から次へ
とカーブが連続する場合、特定のホイールに駆動力を配分することで極めて優れたハ
ンドリング特性を実現し、ブレーキをかけながら同時に車線変更する際の走行安定性
を最適化します。さらに M スポーツ・ディファレンシャルは、左右の駆動輪でグリッ
プに差のある路面状態で発進する場合のトラクションを向上させます。 



 
 

インテリアおよび装備品 
モダンでプレミアムな雰囲気の 
スポーティなドライビング・エクスペリエンス 
 
新型 BMW 4 シリーズ クーペの車両コンセプトの根底にはとりわけ激しいドライビン
グ・エクスペリエンスへの明確なこだわりがあり、そのことはインテリアのデザイン
にも装備品にも現れています。ドライバー・オリエンテッドなコクピット・デザイン
や、すべての操作部をわかりやすく配置したことにより、道路上で起こる出来事によ
り集中しやすくなっています。新しい連携表示システムの構成要素であるコントロー
ル・ディスプレイの配置、ルーフ周りの極めて細身になったルーム・ミラー・フレー
ムやフラットに一体化された機能ユニットにより前方視界が最適化され、新型 BMW 4
シリーズ クーペの室内空間も最適化されています。 
 
提供される装備ラインの構造にも、新型 BMW 4 シリーズ クーペのダイナミックでシ
ャープなプロファイルを強調するスタイルが反映されています。スポーティな駆けぬ
ける歓びを総合的に追求し標準仕様に代わる選択肢として、M Sport および BMW で初
めて導入される M Sport パッケージ Pro が用意されています。 
新型 BMW 4 シリーズ クーペの市場導入と同時に発売されるモデル専用レトロフィッ
ト（後付け）・オプション・プログラムの M Performance パーツは、ダイナミックなオ
ーラを放ち、さらに強調し、個性的なアクセントを加えて充実させる魅力的な方法を
提供します。 
 
スポーティな雰囲気と洗練されたプレミアムな雰囲気が組み合わされています。上質
な素材、精密な加工、そして数々の念入りに作成されたディテールと、とりわけ新型
BMW 4 シリーズ クーペの長距離ドライブでの快適性を向上させる現代的なオプショ
ン装備品が、この 2 ドア・クーペの排他的キャラクターを際立たせます。 
 
新デザインのステアリング・ホイール、オプション装備のセンサテック・ダッシュボ
ード、そして BMW Individualレザー仕様 
新しい連携表示システムに代表される明確なデザイン言語とセンター・コンソールの
上質なデザインの操作パネルが、アクティブな走りのためのコクピットの構成要素と
して目を惹きます。新型 BMW 4 シリーズ クーペには、サム・レストとクローム・ア
プリケーションを備えた新デザインのスポーツ・レザー・ステアリング・ホイールが
標準装備されています。 
オプション装備には、M レザー・ステアリング・ホイールと BMW Individual レザー・
ステアリングが用意されています。すべてのステアリング・ホイールのバリエーショ
ンにおいて、高品質なデザインと新しい配置を採用したマルチ・ファンクション・ス
イッチは、特に標準装備やオプション装備品として提供されているドライバー・アシ
スタント・システムを操作する際の機能性に関して最適化されています。オプション
装備品のステアリング・ホイール・ヒーターも、ボタンを押すだけで作動できます。 



 
 

オプションで提供されるセンサテック仕様のダッシュボードには、特徴的な水平方向
に走る装飾ステッチが施されています。オプション装備品として、フルレザーの BMW 
Individual ダッシュボードも用意されています。さらにとりわけ排他的なオプションと
して、3 つのバリエーションから選ぶことができる BMW Individual インテリア・トリ
ムに加え、BMW Individual エントランス・ストリップも用意されています。 
 
新開発のスポーツ・シートを標準装備 
新型 BMW 4 シリーズ クーペには、新開発のスポーツ・シートや前席シートベルトを
自動で出し入れするベルト・フィーダーが標準装備されています。特徴的なサイド・
サポートを備えたスポーツ・シートが、ダイナミックなコーナリング時にドライバー
とパッセンジャーを最適にホールドします。オプション装備品として、メモリー機能
付き電動調節式スポーツ・シート（BMW M440i xDrive クーペと BMW M440d xDrive
クーペは標準装備）、シート・ヒーター、さらに BMW 4 シリーズで初めてクライメー
ト・シートが用意されました。 
 
標準装備のファブリック仕様に代わる選択肢として、ブラック・ファブリック／セン
サテック・コンビネーション・シートが用意されます。オプションのヴェルナスカ・
レザー仕様には 5 つのカラー・バリエーションが用意されており、装備ラインに応じ
て専用の装飾ステッチやシームが設定されています。 
さらに、新型 BMW 4 シリーズ クーペ用として、エクステンデッド BMW Individual メ
リノ・レザー・インテリアおよび BMW Individual フルレザー・インテリアが入手可能
です。 
 
後席乗員の乗り降りを容易にするイージー・エントリー機能が装備されています。モ
デル専用リヤ・シートには 2 つのシングル・シートが装備され、先代モデルよりも膝
周りのスペースが 3 ミリメートル広くなったことにより、走行快適性が向上していま
す。 
ISOFIX 固定ブラケットがさらに外側に配置されたことで、チャイルド・シートをより
快適に固定することができるようになりました。 
 

日常の足にも旅行にも最適な機能性 
後席のバックレストは 40：20：40 分割可倒式を標準装備しています。 
一つまたは複数のバックレストを倒して、ラゲッジ・ルームから後席にまたがる大き
な荷物を積み込むことができます。 
バックレストのロックを解除して倒すときは、ラゲッジ・ルーム内のボタンを押しま
す。すべてのシートを使用している場合、新型 BMW 4 シリーズ クーペのラゲッジ・
ルーム容量は 440 リッターです。直接目に見える使用可能な部分の主要な容量は、先
代モデルよりも約 30 リッター増えています。 
 
標準装備のストレージ・パッケージには追加の収納ボックスがあり、ラゲッジ・ルー
ム左右のトリムにはパーティション・ネットが、またラゲッジ・ルーム内に荷物固定



 
 

用ラッシング・アイとバッグ掛けが取り付けられます。オプション装備品のオートマ
チック・トランクリッド・オペレーションを装備することもできます。オプションの
コンフォート・アクセス・システムを装備した場合、トランク・リッドに触れること
なく非接触で開閉することができます。さらに新型 BMW 4 シリーズ クーペには、希
望により電動で旋回しながら出し入れできるトレーラー・ヒッチを装備可能です。 
 
先代モデルに比べて、前席および後席のトレイや収納部の容量も大幅に拡張されまし
た。お馴染みのグローブ・ボックスやセンター・アームレスト下の収納ボックスの他
に、シフト・レバーまたはセレクター・レバーの前方にもトレイがあり、大きなドア・
ポケットや運転席側のライト・スイッチ・ユニットの下にもさらに収納ボックスがあ
ります。センター・コンソール前方のワンタッチで開くカバーの下には、カップ・ホ
ルダー2 個と 12V 電源ソケットおよび USB ポート各 1 個が用意されています。その他
にも、センター・アームレストの下の照明付きボックス内に USB ポートが 1 個ありま
す。また Bluetooth インターフェースも標準装備されています。ワイヤレス充電機能を
備えたオプションのテレフォニーは、対応するスマートフォンを非接触で充電できま
す。 
 
音響快適性とエア・コンディショナーの快適性を向上 
新型 BMW 4 シリーズ クーペのフロント・ウインドウの洗浄用に、スプレー・ノズル
を内蔵した革新的なワイパー・アームを採用しています。また、この 2 ドア・クーペ
には、オート・ライト・コントロール付きレイン・センサー、電話用ハンズ・フリー
通話システム、運転席側、助手席側、後席側の温度および風量を別々に調整できる 3
ゾーン・オートマチック・エア・コンディショナーが標準装備されています。このエ
ア・コンディショナーは音響特性を改善しており、気流音を低減させています。 
 
その他の音響快適性の改善は、ボディ周りの風切り音低減を目的として実施されてい
ます。BMW 4 シリーズ クーペのフロント・ウインドウには、アコースティック・ガ
ラスが標準装備されています。ボルトで固定した音響カバーとさらに開発の進んだシ
ーリング・コンセプトにより、ドア周りの騒音を削減しています。冬期の気候条件で
のさらなる快適さを得るため、工場出荷オプションとしてパーキング・ヒーターが用
意されています。 
このシステムは、iDrive 操作システムから、またはオプションの BMW ディスプレイ・
キーから、あるいはスマートフォンから BMW コネクテッド経由で作動させることが
できます。 
 
ガラス面積を拡大したオプションのガラス・ルーフ 
ドア・ミラーは電動調整式でヒーター付きを標準装備しています。電動格納機能はオ
プションです。自動防眩ルーム・ミラーも標準装備されています。オプション装備品
のスライド／チルト・ガラス・ルーフを装備すると、室内に太陽の光と新鮮な空気を
供給できます。この最新型は、ガラス・パネルの長さが 24 ミリメートル伸びて長さ
495 ミリメートルになりました。電動式ガラス・ルーフのため、チルトおよび開閉操



 
 

作は電動アクチュエーターが行います。空気や光をより精密にコントロールするため、
ウインド・デフレクターと、同じく電動ローラー・ブラインドが装備されています。 
 
初めて採用されるM Sportパッケージ・プロ、豊富な品ぞろえのモデル専用M 
Performanceパーツ 
オプション装備モデル M Sport のモデル専用デザインや装備品は、エクステリアとイ
ンテリアの両方で新型 BMW 4 シリーズ クーペのダイナミックなキャラクターを強調
します。さらにブランド初のモデルとして、この 2 ドア・クーペに新たに「M Sport
パッケージ・プロ」を装備することができます。このオプションでは、M Sport モデル
の構成要素に対して 8 速ステップトロニック・スポーツ・トランスミッションが装備
され、極めてダイナミックな追い越し加速を行えるスプリント機能、走行モードで
SPORT モードにした際に室内に本格的なエンジン音を伝えるスポーティ・サウンド・
チューニングが追加されます。さらに BMW 420i クーペ、BMW 420d クーペ、BMW 
420d xDrive クーペの場合は、M Sport ブレーキ・システム、19 インチ M アロイ・ホ
イール、ハイグロス・ブラックのリヤ・スポイラーの他、拡張装備付き BMW Individual
ハイグロス･シャドー・ライン、および BMW Individual ライト･シャドー・ラインによ
って、エクステリアに極めて特徴的な存在感を生み出します。インテリアに視覚的お
よび音響的なアクセントを加える M シートベルトや Harman Kardon サラウンド・サウ
ンド・システムも、M Sport パッケージ・プロの装備範囲に含まれます。 
 
新型 BMW 4 シリーズ クーペのスポーティなキャラクターを強調するオプションとし
て、M Performance パーツが提供するコンポーネントやプロダクトがあります。BMW
純正アクセサリー・プログラムで利用可能な後付けオプションとして、マット・ジェ
ット・ブラック・カラーで Y スポーク・デザインの 20 インチ M Performance 鍛造ア
ロイ・ホイール、カーボン仕様のフロント・グリル、フロント・スプリッター、サイ
ド・スカート・アタッチメント、さらにハイグロス・ブラックのフロント・エプロン
用エアロ・フリックなどがあります。さらに、よりスポーティなスタイルを際立たせ、
緻密に個別化するために、カーボン仕様の M Performance ステアリング・ホイールお
よびテール・パイプ・フィニッシャー、エントランス・ストリップ、インテリア・パ
ネルなどが選択できます。 
 
排他的なムードを醸し出す照明およびサウンド・エクスペリエンス 
新型 BMW 4 シリーズ クーペに標準装備されるインテリア・ライトは、フロントおよ
びリヤのリーディング・ライトやルーム・ライトの他、グローブ・ボックス、センタ
ー・アームレスト下収納部、フット・スペース、サン・バイザーに内蔵されたミラー、
ラゲッジ・ルームなどの照明や、ドア・カーテシ・ライトも含め、すべて LED を採用
しています。 
オプションのアンビエント・ライトは好みに合わせて照明の色が変更でき、インテリ
アをムードある雰囲気に演出します。ダッシュボードとドア・トリム・パネルの輪郭
線に沿って正確に配置された LED ライト・ガイドによる間接照明は、ダイナミックか
つエクスクルーシブな雰囲気を生み出します。照明の配光、明るさ、配色は、iDrive メ



 
 

ニューから設定できます。さらに、エントランス・エリアのウェルカム・ライト・カ
ーペットや、エンジンが作動している状態でドアを開けるとドア・トリム・パネルの
ライトがシグナルを発し、電話の着信があるとダッシュボード周りでシグナルを発す
るダイナミック・インテリア・ライト機能も用意されています。 
 
新型 BMW 4 シリーズ クーペに標準装備される BMW ライブ・コックピット・プラス
には、6 基のスピーカーと出力 100 ワットのオーディオ・システムが含まれています。
また、デジタル放送のラジオ番組を受信できる DAB+対応チューナーも標準装備されて
います。オプションの HiFi スピーカー・システムでは音源の数が 10 基となり、アンプ
出力も 205 ワットに増大します。最高のサウンドを提供するのがオプションのエンタ
ーテイメント・パッケージに含まれる Harman Kardon サラウンド・サウンド・システ
ムで、このシステムは 16 基のスピーカー、出力 464 ワットのデジタル 7 チャンネル・
アンプを搭載しています。 



 
 

ドライバー・アシスタント・システム 
快適性と安全性のために考案された 
インテリジェント・テクノロジー 
 
アクティブなドライビング・エクスペリエンス、そしてドライブトレインやシャシー・
システムとの密接な対話により、新型 BMW 4 シリーズ クーペの強みをかつてないレ
ベルで発揮できる理想的なシナリオが描けます。 
しかし、日常の交通状況の中にはそうでない状況も起こり得るため、駆けぬける歓び
を高めるもう一方の要素として、先進的なドライバー・アシスタント・システムがあ
ります。例えば市街地でも旅行中でも、いずれの場合においても、単調な交通状況や
見通しの悪い交通状況でドライバーをサポートし、負担を軽減します。 
 
標準装備およびオプション装備のドライバー・アシスタント・システムの種類や機能
は、先代モデルに比べて格段に増えました。車両の周囲をモニターして起こり得る危
険を警告したり、ブレーキやステアリングに介入して事故のリスクを最小限に抑える
ため、カメラ画像や超音波センサー、レーダー・センサーで収集したデータを処理し
ています。インテリジェントな制御により快適性と安全性の両方を最適化し、新型
BMW 4 シリーズ クーペにおいても自動運転への道を拓きます。 
 
フロント・コリジョン・ウォーニング、スピード・リミット・インフォ、レーン・デ
ィパーチャー・ウォーニングを標準装備 
ドライバー・アシスタント・システムの刷新によりマルチファンクション・ステアリ
ング・ホイールの操作部の配置が変更され、メーター・パネルの表示が最適化されま
した。新型 BMW 4 シリーズ クーペの標準装備の構成内容が拡張され、フロント・コ
リジョン・ウォーニング（前面衝突警告機能）が追加されました。このシステムは、
車両、歩行者、自転車を検知可能な前車接近警告および衝突回避・被害軽減ブレーキ
で構成されます。フロント・コリジョン・ウォーニングは、状況に応じて車両を減速、
停止させて衝突を回避し、事故の影響を最小化することができます。今回標準装備と
なった最新型のスピード・リミット・インフォには、追越し禁止表示機能や車速 70～
210km/h の範囲で利用可能なレーン・ディパーチャー・ウォーニング（車線逸脱警告
機能）が追加されており、さらにステアリング・アシストを利用した走行車線維持機
能も含まれています。 
 
長距離ドライブを支援：ドライビング・アシストおよびアクティブ・クルーズ・コン
トロール 
オプションのドライビング・アシストと、それを構成するシステムは、長距離ドライ
ブにおける快適性と安全性に関して実感できるメリットをもたらします。このカメラ
とレーダーに基づくシステムには、車速 20km/h から最高速度までの速度域で走行中、
後方から接近してくる車両の存在をドライバーに警告し、アクティブ・ステアリング
入力機能（ステアリング・インパルス）によって新型 BMW 4 シリーズ クーペを元の



 
 

車線に戻すようサポートするレーン・チェンジ・ウォーニング（車線変更警告システ
ム）が含まれています。ドライビング・アシストのその他の機能としては、リヤ・コ
リジョン・ウォーニング（後車追突警告機能）およびリヤ・クロス・トラフィック・
ウォーニング（後方交差交通警告）があります。 
 
新型 BMW 4 シリーズ クーペに標準装備されているブレーキング機能付きクルーズ・
コントロールは、ドライバーが選択した車速を維持します。旅行の際のさらなる支援
として、オプションのストップ＆ゴー機能付きクルーズ・コントロールが用意されて
います。このシステムは 30～160km/h の車速域で希望する速度を維持し、さらに 4 段
階から選択した前走車との車間距離を維持しながら、必要に応じて新型 BMW 4 シリー
ズ クーペのブレーキをかけ、停止させることができます。この最新型のシステムでは、
選択した車間距離内でその時々の交通状況や環境状況に合わせて車間距離を適応させ
ます。快適性を向上するため、システムは渋滞が発生した場合など、3 秒間までの短い
停止の後で自動的に再発進します。 
 
ドライバーは、希望する車速を、スピード・リミット・インフォのディスプレイ表示
から最大 15km/h の誤差で直接入力することができます。さらに、アクティブ・クルー
ズ・コントロールとナビゲーション・システムの組み合わせにより、道路標識認識機
能が走行ルートを予測して、進行方向にある制限速度や追越し禁止を事前に予告する
こともできます。 
 
快適性と安全性のために最適化された包括的パッケージ：ドライビング・アシスト・
プロフェッショナル 
ドライビング・アシスト・プロフェッショナルは、あらゆる交通状況での快適性と安
全性のための包括的パッケージとして、自動運転に向けた最新の進歩状況を示してい
ます。このシステムは、ドライビング・アシストの構成内容にアクティブ・クルーズ・
コントロールを組み合わせたもので、この場合は最高 210km/h までの車速で利用可能
になり、その他数多くの機能も提供します。 
 
ここで注目すべきは、最高 210km/h までの車速で利用可能なステアリング＆レーン・
コントロール・アシスタントです。このシステムは、トリフォーカル・カメラ（三焦
点レンズ付きカメラ）とフロント・レンジ・レーダーのデータを基にして、前方の車
線マークおよび前走車の位置を特定し、認識した車線を維持するようにステアリング
で修正し、ドライバーと協調してアシストします。例えば自車が高速道路上の工事区
間のように狭くなる箇所でも効果的にサポートします。ドライビング・アシスト・プ
ロフェッショナルには、ステアリング修正機能を備えたアクティブ・サイド・コリジ
ョン・プロテクション機能付きレーン・キーピング・アシスタントも含まれます。 
 
その他の革新技術：アクティブ・ナビゲーション・ガイドとレスキュー・レーン・ア
シスタント 
最新の革新技術として、アクティブ・ナビゲーション・ガイドがあります。これは、



 
 

複数の車線を持つ道路でも、ナビゲーション・システムで算出されたルートに沿って
走行するようドライバーをサポートします。自動車専用道路のジャンクションや出口
に接近すると、メーター・パネル内のディスプレイに車線変更が必要なことを表示し
ます。隣接する車線の車列の適切な隙間に入り易くするため、システムはその準備段
階として車速を調整します。 
 
もう一つのエクスクルーシブな革新技術として、レスキュー・レーン・アシスタント
（緊急車両用車線アシスタント）があります。 
 
このシステムは、渋滞している高速道路で後方から接近する救急隊員のために車線を
開ける必要性を自動検知し、状況に応じて現在走行中の車線から適切な路肩へ自車を
誘導します。また、ドライビング・アシスト・プロフェッショナルには、エマージェ
ンシー・ストップ・アシスタント、エバージョン・エイド（衝突回避アシスタント）、
オートマチック・スピード・リミット・アシスト、進入違反警告、被害軽減ブレーキ
機能付きクロスロード・ウォーニング（交差点警告）、クロス・トラフィック・ウォー
ニング（前方交差交通警告）が含まれます。 
 

完璧な視野：新しい BMWヘッドアップ・ディスプレイとコクピット内の 3Dサラウン
ド・ビュー表示機能 
オプションの BMW ヘッドアップ・ディスプレイは、集中し、安全に駆けぬける歓び
を実現するために効果的です。走行に関連する情報を、フロント・ウインドウのドラ
イバーが直接目視できる位置にカラー画像で投影します。新型 BMW 4 シリーズ クー
ペに搭載される最新型のシステムでは、表示面積を 70 パーセント拡大し、グラフィッ
ク表示を最適化し、表示内容がさらに増えました。 
 
メーター・パネル内に 3D サラウンド・ビューを表示することで、現在使用中のアシス
タント・システムの概要や機能の概要をドライバーに伝えます。このシステムは、メ
ーター・パネル中央のディスプレイに車両および車両周囲を 3D ビューで表示します。 
 
ここには、各種のカメラやセンサーで記録した乗用車やトラック、モーターサイクル
が、現在走行中の車線や移動する可能性のある隣の車線に表示されます。（接触する可
能性のある）危険な位置を走行している車両は強調表示されます。それぞれの状況に
応じてアシスタント・システムの助けを借りて対処できる運転操作は、グラフィック
記号で表示されます。 
 
パーキング・アシストにリバース・アシストを追加 
新型 BMW 4 シリーズ クーペのドライバーは、駐車時や操車時にも包括的なサポート
を受けることができます。 
標準装備のパーク・ディスタンス・コントロールは、フロントとリヤに取り付けられ
たセンサーを利用します。オプション装備品のパーキング・アシストでは、走行して
いる車線と平行または直角に駐車するためのスペースの選択および利用が簡単に行え



 
 

ます。このシステムは、その際のステアリング操作、加速および制動の操作、さらに
シフト・チェンジの操作も受け持ちます。さらに、（路面に平行に）縦列駐車した場所
から自動的に車を出すこともできます。 
 
パーキング・アシストの機能にはリバース・アシストも含まれます。このシステムは、
最後に前進で走行したルートを逆方向に戻る際のステアリング操作を受け持ちます。
その際にドライバーが行うべきことは、アクセルとブレーキの操作、および周囲の状
況をよく監視することだけです。リバースで走行する距離は最大 50 メートルまでで、
その際の車速は時速 9 キロまでに制限されます。 
 
パーキング・アシスト・プラスは、さらに快適かつ正確な操車機能を提供します。パ
ーキング・アシストの機能に加え、周囲の監視がし易くなります。パーク・ビュー、
パノラマ・ビュー、3D トップ・ビューによって、車両とその周囲を、さまざまな角度
から 360°画像としてコントロール・ディスプレイに表示します。さらにドライバーは
リモート 3D ビュー機能を使って、車両とその周囲の現在の 3D ライブ画像を自分のス
マートフォンに転送することができます。 
 
同じくオプションで利用可能なドライブ・レコーダーは、ドライバー・アシスタント・
システムのカメラを使用して車両周囲の様子をビデオ撮影することができます。また、
録画したビデオは、その後、停車中にコントロール・ディスプレイで再生したり、USB
インターフェースを介してエクスポートしたりできます。これにより、例えばサーキ
ットでの見応えある走行シーンを録画してシェアすることができます。ドライブ・レ
コーダーを作動させると、40 秒間のビデオ動画を撮影して保存することができます。
事故の際には、衝突の前後それぞれ最大 20 秒間の動画を自動的に記録します。 



 
 

表示および操作システム、 
BMWコネクテッドおよびコネクテッド・ドライブ 
デジタル・サービスがドライバーとクルマとの結びつきを強める 
 
たとえ標準仕様であっても、新型 BMW 4 シリーズ クーペのドライバーとパッセンジ
ャーは、BMW オペレーティング・システム 7 の導入による直観的な操作と革新的なデ
ジタル・サービスの可能性を拡げることができます。個別に設定可能な表示内容（コ
ンテンツ）やインテリジェント・ネットワークにより、ドライバーとクルマとのとり
わけ密接な対話が可能です。ドライバーはコントロール・ディスプレイに最大 10 ペー
ジのメイン・メニューを表示でき、各メイン・メニューには 2～4 個のライブ・コンテ
ンツ式パッド（タイル）が並べられます。コンテンツと表示をさらにカスタマイズす
ることができ、たとえば、システムで表示される車両イラストを、実際のボディ・カ
ラーや装備ラインに合わせてコーディネートすることができます。 
 
また、ドライバーと車両間の直感的なマルチモーダル・インタラクションもさらに最
適化されました。利用者は状況に応じて、コントロール・ディスプレイのタッチ操作
の他、使い慣れた iDrive コントローラー、ステアリング・ホイールのマルチ・ファン
クション・スイッチ、音声入力、さらに BMW ジェスチャー・コントロールのいずれ
の方法でも操作できます。 
 
標準装備される BMW ライブ・コックピット・プラスには、8.8 インチのコントロール・
ディスプレイとタッチ・コントローラーを備えた iDrive 操作システム、中央に 5.1 イン
チ・カラー・ディスプレイを組み込んだブラック・パネル仕様のメーター・パネル、
さらにマルチメディア・システムとナビゲーション・システム、データ転送用の 2 個
の USB インターフェース、そして WiFi インターフェースが含まれます。4G LTE 接続
が可能な車載 SIM カードと、同じく標準装備のコネクテッド・パッケージ・プロフェ
ッショナルにより、BMW テレサービスやインテリジェント・エマージェンシー・コー
ル、ハザード・ウォーニング機能を含むリアルタイム交通情報、リモート・サービス
やコンシェルジュ・サービスなどのデジタル・サービスの利用が可能です。 
 
オプションの BMW ライブ・コクピット・プロフェッショナルは、完全なデジタル・
ディスプレイ・ネットワークを提供します。このシステムには、ステアリング・ホイ
ールの向こう側に対角 12.3 インチのディスプレイを備えた高解像度メーター・パネル
と 10.25 インチのコントロール・ディスプレイが組み合わされます。コクピット内の
フル・デジタル・メーター・パネルには、ナビゲーション・マップ表示、ドライバー・
アシスタント・システムのステイタス表示、さらに 3D サラウンド・ビューのスペース
があります。ここに表示可能なスポーティ・ドライビングに関連するコンテンツとし
て、スポーティなコーナリングを行う際の横方向加速度表示が含まれます。 
 
BMW ライブ・コックピット・プラス、または BMW ライブ・コックピット・プロフェ



 
 

ッショナルを組み合わせることで、さらに多くのデジタル・サービスを利用すること
ができます。このサービスには、BMW インテリジェント・パーソナル・アシスタント、
コネクテッド・ミュージック、リモート・ソフトウェア・アップグレードなどがあり
ます。 
 
迅速、正確、有益：BMWマップス ― 新世代ナビゲーション・システム 
新型 BMW 4 シリーズ クーペのデジタル・サービス分野で最も重要な革新技術のひと
つが BMW Maps（マップス）です。このクラウド・ベースのシステムは大幅にパフォ
ーマンスを向上しており、高い正確性、目的地入力の簡素化を実現しています。この
新世代のナビゲーション・システムは、正確かつ短いインターバルで提供されるリア
ルタイム交通情報に基づいて、極めて迅速かつダイナミックにルート計算を行います。
目的地への到着時刻は、ルート全体の通常の交通量を含んだ予測値として算出されま
す。また、小さな道も含めた包括的な交通データが利用できるようになりました。 
 
また、任意の単語を入力して目的地を検索できるようになりました。検索結果は関連
性に応じて正確に並べられます。 
また、音声入力で目的地を検索することもできます。ルート上にある観光名所、いわ
ゆるポイント・オブ・インタレスト（POI）がより詳細に説明され、特に評価や営業時
間、写真を参照できます。 
 
さらに、BMW マップスとコネクテッド・パーキングを組み合わせると、目的地付近の
空いている駐車場を検索でき、さらに強力にドライバーをサポートします。ドライバ
ーが目的地を選択すると、すぐに予想到着時刻における目的地の駐車場の状況を表示
します。目的地に到着する少し前には、最寄りの立体駐車場の情報や、目的地近くに
駐車場が見つかる可能性が高いルートを提案します。BMW マップスの機能には、お馴
染みのオン・ストリート・パーキング・インフォメーションやパークナウがインテリ
ジェントに統合されています。 
 

アップル・カープレイによるスマートフォン・インテグレーションがアンドロイド・
オートでも可能に 
BMW ライブ・コックピット・プラスおよび BMW ライブ・コックピット・プロフェッ
ショナルのもうひとつの構成要素が、最適化されたスマートフォン・インテグレーシ
ョンです。今回より、アップル・カープレイに加えてアンドロイド・オートも、新型
BMW 4 シリーズ クーペの操作システムにアクセス可能になりました。アップルのオ
ペレーティング・システム iOS がインストールされた iPhone ユーザーに加え、アンド
ロイド OS のユーザーも、スマートフォンで慣れ親しんだ方法で、車内で数多くのデ
ジタル・サービスを利用できるようになります。このサービスには、例えばデジタル
音声アシスタントの Google アシスタント、地図サービスの Google マップ、楽曲ストリ
ーミング・サービスの Spotify や Amazon Music、そしてメッセージング・サービスの
WhatsApp などが含まれます。 
 



 
 

スマートフォンと車両を WiFi 接続を通じてワイヤレスで接続することで、システムは
表示システムや操作システムに直接統合されます。ドライバーは、アプリが提供する
あらゆる重要な情報を、コントロール・ディスプレイや、インテリジェントに処理さ
れた形でメーター・パネルやオプションのヘッドアップ・ディスプレイに表示するこ
とができます。 
 

BMWインテリジェント・パーソナル・アシスタント：さらに自由になった音声入力と
追加機能 
最新世代の BMW インテリジェント・パーソナル・アシスタントは、新型 BMW 4 シリ
ーズ クーペでドライバーとクルマとのより密接な結び付きを提供します。音声入力で、
例えば「Hey BMW」と話すか、ボタンを押して作動することもできるこのデジタル・
コンパニオンは、常に新しいスキルを獲得します。自然な話し言葉で指示してエア・
コンディショナーを調整することもできるようになりました。さらに BMW インテリ
ジェント・パーソナル・アシスタントは、快適性と駆けぬける歓びを高めるため、特
定の状況下で行うルーティン作業も学びます。これにより、例えばガレージの出口や
立体駐車場のエントランスなどで、運転席側サイド・ウインドウを自動的に開くこと
ができるようになります。 
 
BMW インテリジェント・パーソナル・アシスタントの使用中は、システムのインタラ
クティブなキャラクターを強調する新たなグラフィック・シンボルがコントロール・
ディスプレイに表示されます。表示されるグラフィックが話者に向けて「傾く」よう
な動きを見せ、音声入力中にシステムが「注意を傾けている」ことを視覚化します。
システムは、ドライバーとパッセンジャーのどちらが話しかけているかを検知し、例
えばエア・コンディショナーの片側だけを変更するなどして対応します。 
 

常に最新の状態：新しいリモート・ソフトウェア・アップグレードのワイヤレス更新
機能 
BMW オペレーティング・システム 7 の導入により、新型 BMW 4 シリーズ クーペで
もリモート・ソフトウェア・アップグレード機能を利用できるようになりました。こ
れにより、車両は常に最新のソフトウェア・ステータスを維持します。アップグレー
ドの際は、新しいサービスから改善された車両機能まで、さまざまなコンテンツが含
まれます。すべてのアップデートはワイヤレスで行われ、スマートフォンから BMW コ
ネクテッド・アプリ経由で行うか、あるいは車載の SIM カードを通じて直接車両にダ
ウンロードすることができます。 
 
また、インテリジェント・ネットワークによって追加の車両機能を後から車両に統合
することができます。デジタル・サービスで後から取り込むことができるオプション
には、ハイビーム・アシスタント、ドライブ・レコーダー、アクティブ・サウンド・
デザインなどがあります。 


